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← 名古屋の畑で育った  
テオシンテ 

 
テオシンテはトウモロコシ属 Zeaの４つの種のうち Zea 

mays mays（トウモロコシ）以外の総称である。メキシコ
から中央アメリカに自生するイネ科の植物で、その名はナ

ワトル語で maize (centli) of the gods (teo)「神のトウモロコ
シ」を意味する。一年生のメキシコテオシンテ Zea mays 
mexicanaはその一つである（Doebleyと Iltis の分類 1980）。 
トウモロコシはイネ、コムギと並んで「世界三大穀物」

の一つで、ヒトの食料や家畜の飼料、デンプン（コーンス

ターチ）や油の原料となるだけでなく。近年はバイオエタ

ノールの原料としても注目されている。 
テオシンテの標本は 19世紀以前にヨーロッパの博物館に保存されていたが、トウモロコシとの関係は考え
られておらず、別属の Euchlaena mexicanaとして記載されていた。19世紀後半にテオシンテとトウモロコシ
の雑種が発見され、テオシンテがトウモロコシに近縁であることとして Zea属に移された(Harshberger 1896)。
両者の染色体数は 2n=20 と同じである。その後の研究により、テオシンテがトウモロコシの原種であること
が分かった。テオシンテには現在の栽培品種であるトウモロコシにない強い耐湿性があり、これに関するテ

オシンテの遺伝子をトウモロコシに導入し、耐湿性の高いトウモロコシを作り出す試みが行われている。 
 
［トウモロコシとテオシンテの違い］トウモロコシとテオシンテは、どちらも茎の先端に雄穂（雄花）、そ

の下の葉腋（ようえき）に雌穂（雌花）をつけるが、トウモロコシは枝分かれしないがテオシンテでは枝分

かれがみられる。また、トウモロコシの種子は穂軸にしっかり付着し、さらに丈夫で幾重にも重なった苞葉

によって保護され、一つの雌穂にできる種子は品種によっては 600を超える。これに対し、テオシントでは
10 粒程度の種子で苞葉も簡単なものしかなく、乾燥すると種子は外れて散ってしまう（「脱粒性」という）。
トウモロコシの種子を覆う殻は比較的薄いが、テオシンテの種子は固い殻で包まれている。 
これらの違いの大きさが、トウモロコシとテオシンテの関係の認識することの障害となった。 

    
トウモロコシとテオシンテの違い Evolution of Corn http://learn.genetics.utah.edu/content/selection/corn/ より 
 
［トウモロコシの栽培化］ 
トウモロコシの栽培化は約 9,000 年前にまで遡ることができるということだが、どのようにしてテオシン
テをトウモロコシに品種改良したのかについては、テオシンテの突然変異体をピックアップして栽培すると

いう「人為選択」を繰り返した以外に考えられない。「人為選択」でここまでできたという一例であろう。 
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［トウモロコシとテオシンテとの遺伝子の違い］ 
トウモロコシのゲノムは 2009 年に解読され、現在ではテオシンテとトウモロコシの遺伝子の違いは 5 つ
程度であることが分かっている。逆に言うと、たった 5 つ程度の遺伝子によってこれほど大きな違いを生み
出しているといえる。第１染色体の長腕にある teosinte branched 1（tb1）遺伝子は枝分かれに関する遺伝子
であり、トウモロコシはこの遺伝子の突然変異体であるといえる。また、種子の殻に関する遺伝子として第

４染色体にある teosinte glume architecture 1（tga1）が特定されている。 
 
［テオシンテとジョージ・ビードル］ 
トウモロコシのテオシンテの起源説には、「一遺伝子一酵素説」で 1958年にノーベル生理学・医学賞を受
賞したビードル（Beadle, George Wells 1903~1989）が深く関わっている。ビードルはコーネル大学の大
学院生時代にマクリントック（McClintock, Barbara 1902~1992トランスポゾンの発見により 1983年にノ
ーベル生理学・医学賞を受賞）とともにトウモロコシの遺伝学・細胞学的研究をしており、1931年にトウモ
ロコシのメンデル遺伝による不稔の研究で PhDを取得している。この研究の過程でトウモロコシとテオシン
テの染色体の類似性から、両者の関係が深いことを発見している。その後、彼はカリフォルニア工科大学の

トーマス・ハント・モーガンの研究室でショウジョウバエの遺伝学を研究した。ハーバード大学を経てスタ

ンフォード大学に移り、生化学者のテイタムとともにアカパンカビを用いて「一遺伝子一酵素説」につなが

る研究を行った。この間、トウモロコシの研究は中断されていたが、1968年にシカゴ大学の総長を退任する
と、ビードルはトウモロコシの研究に復帰し 1970 年代後半にアルツハイマー病で実験が困難になるまで続
けられた。トウモロコシとテオシンテの進化学的な研究によって、トウモロコシのテオシンテ起源説が有力

となっていったが、この経緯については John Doebleyの解説（2001）がわかりやすい。 
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